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と
聞
い
た
。
道
路
整
備
と
合
わ

せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
新
川
・
中
原

ル
ー
ト
は
道
路
幅
員
が
大
変
狭

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
都
市
計
画
に
関
す
る
決

定
権
限
は
東
京
都
に
あ
る
も
の

が
多
い
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
定
に
当
た
り
道
路

整
備
に
関
す
る
課
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
定
に
当
た
り
、
東
京

都
と
の
連
絡
調
整
は
引
き
続
き

不
可
欠
だ
。
ま
た
、
市
内
に
は

東
京
都
が
管
理
す
る
都
道
が
多

く
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
員　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

新
川
・
中
原
ル
ー
ト
は
、
警
察

等
と
の
協
議
が
整
っ
て
い
な
い

議
員　
都
道
府
県
が
持
っ
て
い

る
用
途
地
域
等
の
都
市
計
画
決

定
権
限
を
、
市
町
村
に
移
譲
す

る
動
き
が
具
体
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
決
定
権
限
が
市
町
村

に
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
、
よ
り
適
切
な
用
途
を
決

定
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
用

途
地
域
等
の
権
限
移
譲
と
東
京

都
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
仮
に
用
途
地
域
等
に
つ

い
て
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
場

合
は
、
市
で
都
市
計
画
決
定
を

す
る
際
に
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
広
域
行
政

の
役
割
を
所
管
す
る
東
京
都
及

び
近
隣
の
市
と
の
調
整
を
行
う

し
た
。
そ
の
上
で
当
初
予
算
を

200
万
円
増
額
し
、100
件
、400�

ｋＷ
以

上
の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員　
予
算
額
が
200
万
円
増
額

さ
れ
て
も
、
補
助
の
比
率
が
下

が
る
こ
と
で
、
内
容
的
に
は
後

退
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
少
し
で
も
設
置
件
数
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
充
実
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

る
制
度
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
周
知
が
図
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
今
年
度
は
、
ど
の
程
度

の
設
置
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

市
長　
広
く
市
民
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
従
来
１
ｋＷ
当
た

り
５
万
円
で
上
限
20
万
円
と
し

て
い
た
も
の
を
１
ｋＷ
当
た
り
2.5

万
円
で
上
限
10
万
円
の
助
成
と

向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
教

育
委
員
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

よ
り
一
層
の
環
境
学
習
事
業
の

普
及
啓
発
な
ど
に
努
め
た
い
。

議
員　
低
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
推

進
を
図
る
た
め
、
よ
り
多
く
の

市
民
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
助

成
制
度
を
周
知
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
国
・
都
が
新
た
な
支
援

制
度
を
開
始
し
た
こ
と
や
、
余

剰
電
力
を
電
力
会
社
が
買
い
取

議
員　
環
境
問
題
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
深

刻
な
の
が
地
球
温
暖
化
の
問
題

だ
。
我
々
は
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
二
酸
化
炭
素

排
出
量
削
減
目
標
を
達
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
問
題

に
対
す
る
市
民
へ
の
意
識
啓
発

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

く
協
働
に
よ
る
様
々
な
事
業
を

推
進
す
る
中
で
、
環
境
意
識
の

い
区
域
が
あ
り
、
警
察
と
協
議

を
継
続
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
あ
り
方
は
、
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お

い
て
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
道
徳
教
育
を
推
進
し
た
い
。

沿
っ
て
道
徳
の
時
間
や
教
育
活

動
全
体
の
中
で
道
徳
的
実
践
力

議
員　
屋
外
相
撲
場
は
近
隣
市

に
な
い
貴
重
な
施
設
で
あ
り
、

新
体
育
館
内
の
屋
内
相
撲
場
の

完
成
後
も
当
面
残
す
べ
き
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
指
摘
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、検
討
し
た
い
。

議
員　
故
荻
村
伊
智
朗
氏
は
、

三
鷹
市
民
と
し
て
世
界
卓
球
選

手
権
で
金
メ
ダ
ル
12
個
獲
得
、

「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
の
展
開
、

国
際
卓
球
連
盟
会
長
に
就
任
、

韓
国
・
北
朝
鮮
の
統
一
チ
ー
ム

の
実
現
な
ど
、
国
際
舞
台
で
活

躍
し
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

新
体
育
館
の
建
設
を
機
に
顕
彰

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
等
に
名
前
を
冠
し
た

り
、
顕
彰
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
等
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

荻
村
氏
を
は
じ
め
、

様
々
な
方
々
の
顕
彰
や
紹
介
の

仕
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
プ
ロ
や
国
内
最
高
峰
の

競
技
が
三
鷹
市
で
開
催
さ
れ
、

市
民
が
間
近
で
観
戦
で
き
る
こ

と
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
、
特

に
子
ど
も
た
ち
に
は
夢
を
与
え

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
競
技
を

誘
致
す
る
た
め
、
市
民
セ
ン
タ

ー
周
辺
地
区
の
整
備
で
新
し
く

建
設
予
定
の
総
合
体
育
館
は
、

各
競
技
の
平
均
観
客
数
に
見
合

っ
た
観
客
席（
１
千
500
席
以
上
）

を
絶
対
に
設
置
す
べ
き
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
新
し
い

施
設
の
規
模
の
詳
細
は
、今
後
、

基
本
設
計
を
進
め
る
中
で
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
に

夜
間
照
明
設
備
を
設
置
せ
よ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
国
立
天

文
台
と
の
協
議
に
よ
り
、
設
置

を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

で
あ
る
交
番
、
消
防
団
詰
所
等

の
機
能
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ

と
で
、
全
地
域
の
安
全
安
心
を

確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
交
番
等
の
増
設
、
機
能

拡
充
を
都
へ
要
請
し
た
い
。

議
員　
三
鷹
市
地
域
防
災
計
画

の
中
で
き
め
細
か
な
風
害
対
策

を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

総
務
部
長　
防
災
計
画
は
過
去

の
被
害
発
生
状
況
か
ら
水
害
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。
風
害
の

予
防
対
策
は
震
災
、
応
急
対
応

は
水
害
に
準
じ
て
対
応
す
る
。

議
員　
気
象
庁
は
市
区
町
村
単

位
の
気
象
警
報
等
の
発
表
を
始

め
た
。
本
市
で
警
報
等
が
出
さ

れ
た
場
合
、
市
民
へ
迅
速
に
詳

細
を
周
知
す
る
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長　
被
害
の
危
険
性
が

大
き
い
場
合
、
市
の
防
災
無
線

等
に
よ
り
周
知
を
図
り
た
い
。

議
員　
市
民
を
犯
罪
・
災
害
か

ら
守
る
た
め
に
は
自
治
体
、
警

察
署
、
消
防
署
の
相
互
協
力
が

大
切
で
あ
る
。
振
り
込
め
詐
欺

撲
滅
月
間
に
お
い
て
、
警
察
署

と
の
連
携
協
力
は
行
っ
た
か
。

市
長　
警
察
署
と
連
携
し
て
、

市
内
の
金
融
機
関
窓
口
等
で
被

害
防
止
の
啓
発
を
実
施
し
た
。

議
員　
三
鷹
市
主
催
・
共
催
行

事
で
の
警
察
署
や
消
防
署
と
の

協
力
関
係
の
現
状
を
聞
く
。

市
長　
多
く
の
事
業
に
お
い
て

積
極
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。

議
員　
消
防
団
第
一
分
団
詰
所

は
、
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
て
い

る
。こ
の
設
置
の
意
義
を
伺
う
。

市
長　
防
火
、防
災
に
加
え
、防

犯
に
も
効
果
的
で
地
域
の
安
全

安
心
を
高
め
る
意
義
が
あ
る
。

議
員　
防
犯
拠
点
、
防
災
拠
点

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
、

子
育
て
支
援
等
に
一
層
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
長　
事
業
所
内
保
育
施
設
の

議
員　
昨
年
、
三
鷹
市
は
厚
生

労
働
省
の
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
宣
言
都
市
」
に
選
定
さ

れ
た
。
今
後
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

う
な
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

議
員　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と

の
共
生
の
た
め
、
避
妊
・
去
勢

手
術
支
援
事
業
に
加
え
、
相
談

体
制
の
充
実
や
飼
い
主
の
意
識

啓
発
等
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

生
活
環
境
部
長　
支
援
事
業
の

継
続
、意
識
啓
発
等
に
努
め
る
。

議
員　
市
内
に
は
幹
周
り
が
３

メ
ー
ト
ル
以
上
の
巨
樹
が
20
本

以
上
あ
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
人
々
に
安
ら
ぎ
と
潤
い

を
与
え
て
い
る
。
三
鷹
風
景
百

選
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
①

一
般
の
保
存
樹
木
よ
り
高
い
ラ

ン
ク
で
保
存
す
べ
き
だ
②
み
た

か
都
市
観
光
協
会
と
連
携
し
、

「
巨
樹
め
ぐ
り
」企
画
な
ど
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
を
望
む
。

第
一
副
市
長　
①
末
永
く
保
存

す
る
こ
と
が
重
要
だ
②
調
整
が

必
要
だ
が
、十
分
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
新
常
用
漢

字
表
に
対
す
る
三
鷹
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

設
置
の
働
き
か
け
な
ど
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
。

議
員　
育
児
の
喜
び
を
共
有
で

き
る
よ
う
、男
性
職
員
・
教
員
の

育
児
休
業
取
得
率
の
向
上
が
必

要
だ
。
①
市
の
対
応
を
伺
う
②

教
育
委
員
会
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
①
今
後
も
子
育
て
支
援

制
度
の
周
知
や
男
女
平
等
意
識

の
啓
発
等
を
一
層
進
め
た
い
。

教
育
長　
②
取
得
し
や
す
い
よ

議
員　
「
地
域
主
権
」
を
行
政

の
中
で
の
考
え
方
と
し
て
自
治

体
関
係
者
が
そ
の
立
場
か
ら
使

う
こ
と
に
は
異
存
が
な
い
。
し

か
し
、
正
式
な
法
律
用
語
と
し

て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
危
惧

議
員　
教
育
基
本
法
、
学
校
教

育
法
改
正
で
伝
統
文
化
の
尊
重

が
強
調
さ
れ
、
新
学
習
指
導
要

領
に
日
本
固
有
の
伝
統
を
重
視

し
た
教
育
方
針
が
示
さ
れ
た
。

教
育
長
は
ど
う
認
識
し
、
教
育

の
中
で
展
開
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
学
校
、
家
庭
及
び
地

域
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
の
伝
統
文
化
を
尊
重
す

る
心
を
育
て
る
こ
と
は
、
極
め

て
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　
今
求
め
ら
れ
る
「
日
本

人
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
伝
統
文
化
を
大
切
に

し
て
こ
そ
異
文
化
を
認
め
合
う

心
が
育
ま
れ
、
そ
れ
が
世
界
か

ら
信
頼
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
人
間

育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

議
員　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
持

続
可
能
な
日
本
を
築
く
た
め
に

は
、
日
本
人
ら
し
さ
や
伝
統
文

化
を
生
か
し
た
教
育
が
重
要

だ
。
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
日
本
人
の
品
格
と
寛

容
の
精
神
を
生
か
し
、
伝
統
を

伝
承
し
築
き
上
げ
る
未
来
志
向

の
観
点
の
教
育
、
変
化
に
対
応

で
き
る
人
間
力
、
社
会
力
を
育

て
る
教
育
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　
武
道
教
育
で
は
、「
道
」

と
し
て
の
精
神
性
の
学
習
が
必

要
だ
。
武
道
教
育
の
目
的
と
期

待
す
る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
望
ま
し
い
自
己
形

成
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
養

成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
武
道
、
ダ
ン
ス
の
指
導

は
専
門
性
が
高
く
、
指
導
教
員

等
の
確
保
と
強
化
が
課
題
だ
。

教
育
部
長　
地
域
人
財
の
育
成

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
「
多
摩
国

体
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

政
新
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

ス
ポ
ー
ツ
先
進
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
施
設
整
備
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し

環
境
問
題
へ
の
意
識
啓
発
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

自
治
体
、警
察
署
、消
防
署

相
互
協
力
で
市
民
に
安
全
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
俊
明
　
議
員

豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
白
鳥
　
孝
　
議
員

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
と

東
京
都
と
の
連
携
を
問
う

政
新
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

日
本
人
ら
し
さ
と
伝
統
文
化
が

尊
重
さ
れ
生
か
さ
れ
た
教
育
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

「
地
域
主
権
」「
新
し
い
公
共
」

国
の
形
の
破
壊
を
危
惧
す
る

「ワーク・ライフ・バランス宣言都市」の横断幕

第
六
中
学
校
で
の
柔
道
の
授
業


